
仁
　
平
　
　
　

高県
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
第
一
号

移

民

よ

り

一

足

早

く

渡

航

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
六
月
十
八
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
ト
ス
港
の
東
の
空
が
白
み
始
め
た
と
き
、
笠
戸
丸

（
６
、
０
２
３
ト
ン
、
日
露
戦
争
の
戦
利
病
院
船
）
の
甲
板
は
、
高
ま
る
興
奮
で
眠
れ
ぬ
一
夜
を
明
か
し
た
人
び
と
の
、



熱
っ
ぽ
い
う
ご
め
き
に
包
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
年
の
四
月
二
十
八
日
に
神
戸
港
を
出
て
、
西
回
り
航
路
で
五
十
二
日
。

遂
に
や
っ
て
来
た
南
米
大
陸
を
目
の
前
に
し
て
、
期
待
と
不
安
の
交
錯
す
る
第
一
回
日
本
移
民
七
九
一
人
（
う
ち
自
由

移
民
一
〇
人
）
の
、
は
や
る
胸
の
う
ち
を
知
っ
て
か
、
知
ら
ず
に
か
、
船
足
は
鈍
か
っ
た
。
笠
戸
丸
が
サ
ン
ト
ス
港
の

入
り
囗
で
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
た
の
は
、
も
う
午
前
十
時
近
く
。
港
は
ひ
ど
く
わ
び
し
く
、
海
岸
に
は
想
像
し
て
い
た
椰

子
の
並
木
な
ど
、
ま
る
で
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
時
、
岸
壁
か
ら
笠
戸
丸
の
船
上
に
じ
っ
と
目
を
凝
ら
す
日
本
人
グ
ル
ー
プ
の
中
に
、
一
人
の
色
白
な
青
年
が
い

た
。
移
民
を
現
地
で
迎
え
入
れ
る
た
め
シ
ベ
リ
ア
↓
英
国
経
由
で
先
回
り
派
遣
さ
れ
て
い
た
日
本
人
通
訳
（
五
人
）
の

中
の
一
人
で
、
そ
の
名
は
仁
平
高
。
笠
戸
丸
に
は
彼
の
後
を
追
っ
て
来
た
妻
・
綱
が
乗
っ
て
い
た
。
甲
板
を
見
詰
め
る

仁
平
の
眼
差
し
が
、
他
の
通
訳
た
ち
の
そ
れ
よ
り
も
、
ひ
と
き
わ
熱
を
帯
び
て
い
た
と
し
て
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ

る
（
昭
和
五
十
三
年
秋
田
県
刊
『
南
十
字
星
と
共
に
ー
秋
田
県
海
外
移
住
七
十
年
の
歩
み
』
に
よ
る
）
。

こ
の
仁
平
高
が
秋
田
市
手
形
出
身
と
分
か
っ
た
の
は
昭
和
四
十
八
年
春
の
こ
と
。
ブ
ラ
ジ
ル
秋
田
県
人
会
の
新
事
務

所
開
き
が
行
わ
れ
た
際
、
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
総
領
事
が
「
…
出
迎
え
た
通
訳
五
人
組
の
一
人
に
東
京
外
国
語
学
校
で

ス
ペ
イ
ン
語
を
専
攻
さ
れ
た
仁
平
高
が
お
ら
れ
、
秋
田
県
出
身
の
第
一
号
渡
航
者
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
方

…
」
と
挨
拶
し
た
こ
と
に
よ
る
（
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
総
領
事
館
資
料
）
。

そ
れ
ま
で
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
六
月
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
海
外
興
業
会
社
嘱
託
医
と
し
て
セ
イ
夫
人
と
共
に
移

住
し
た
秋
田
県
雄
勝
町
出
身
の
高
岡
専
太
郎
医
博
（
昭
和
三
十
八
年
七
八
歳
没
）
が
秋
田
県
人
移
住
第
一
号
と
さ
れ
、

そ
れ
が
長
く
定
説
に
な
っ
て
い
た
（
ブ
ラ
ジ
ル
秋
田
県
人
会
資
料
）
。



ま
さ
に
ド
ン
デ
ン
返
し
。
〝
マ
レ
ッ
タ
（
マ
ラ
リ
ア
）
博
士
”
こ
と
高
岡
の
名
が
あ
ま
り
に
も
高
く
、
仁
平
高
の
名

は
現
地
の
日
系
社
会
で
、
い
つ
し
か
霞
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
ら
し
い
。

次
い
で
翌
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
、
仁
平
高
の
墓
が
菩
提
寺
で
も
な
い
秋
田
市
手
形
蛇
野
八
九
、
　
信
寺
の
墓
地

に
現
存
す
る
こ
と
が
判
明
。
墓
碑
の
裏
面
に
刻
ま
れ
た
「
大
正
七
年
二
月
二
十
日
没
」
に
よ
っ
て
、
三
二
歳
の
短
い
生

涯
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
間
も
な
く
青
年
時
代
の
写
真
も
東
京
で
見
付
か
っ
た
。

ベ
ー
ル
が
剥
が
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
っ
た
の
は
、
仁
平
に
子
供
が
い
な
か
っ
た
こ
と
、
仁
平
家
の
直
系
子
孫
が
東

京
に
移
り
住
み
、
秋
田
と
の
パ
イ
プ
が
殆
ど
切
れ
て
い
た
こ
と
ー
な
ど
に
よ
る
。

秋

中

同

期

生

に

斎

藤

佳

三

ら

仁
平
高
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
十
一
月
一
日
、
南
秋
田
郡
秋
田
手
形
谷
地
町
上
丁
八
番
地
（
現
秋
田
市
）
で

高
蔭
・
ナ
カ
の
四
男
に
生
ま
れ
た
。
仁
平
家
は
旧
久
保
田
藩
の
士
族
で
、
母
・
ナ
カ
は
弘
化
四
年
生
。
父
・
高
蔭
は
天

保
十
四
年
生
で
、
保
戸
野
の
士
族
小
野
崎
家
か
ら
仁
平
家
の
養
子
に
入
っ
た
。
明
治
期
は
秋
田
県
庁
職
員
を
務
め
、
大

正
期
に
な
っ
て
福
岡
県
の
鉱
山
に
転
出
し
た
と
い
う
（
戸
籍
関
係
資
料
な
ど
に
よ
る
）
。

仁
平
高
は
明
治
三
十
七
年
三
月
、
秋
田
中
学
を
卒
業
し
、
東
京
外
国
語
学
校
（
現
東
京
外
語
大
）
ス
ペ
イ
ン
語
科
に

進
ん
だ
。
秋
田
中
学
時
代
の
同
期
生
に
は
、
商
業
デ
ザ
イ
ン
の
草
分
け
で
音
楽
家
で
も
あ
っ
た
斎
藤
桂
三
、
帯
広
畜
産

大
や
北
海
道
教
育
大
の
学
長
を
務
め
た
田
所
哲
太
郎
理
博
・
農
博
ら
が
い
る
（
『
秋
田
高
校
同
窓
会
名
簿
』
）
。



明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
三
月
、
皇
国
殖
民
合
資
会
社
（
水
野
龍
社
長
）
が
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
募
集
し

た
と
き
、
仁
平
は
通
訳
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
一
回
移
民
船
「
笠
戸
丸
」
を
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
ト
ス
港
で
出

迎
え
る
た
め
、
他
の
四
通
訳
（
平
野
運
平
、
大
野
基
尚
、
嶺
昌
、
加
藤
順
之
助
）
と
共
に
、
こ
の
年
の
三
月
二
十
七
日
、

移
民
た
ち
よ
り
一
足
早
く
、
東
京
を
出
発
し
、
敦
賀
↓
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
↓
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
経
由
で
英
国
サ
ザ
ン
プ
ト

ン
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
南
米
行
き
の
船
に
乗
っ
て
五
月
三
日
、
サ
ン
ト
ス
港
に
上
陸
し
て
い
た
。
仁
平
は
二
二
歳
だ
っ

た
（
日
本
外
務
省
資
料
）
。

米

国

の

排

日

で

ブ

ラ

ジ

ル

が

浮

上

当
時
、
日
本
人
の
移
住
先
国
は
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
か
ら
の
ハ
ワ
イ
を
は
じ
め
米
国
本
土
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
な
ど
。
そ
れ
も
一
旗
あ
げ
た
ら
〝
錦
衣
帰
国
”
の
出

稼
ぎ
型
が
大
半
で
、
初
め
か
ら
移
住
先
国
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
の
永
住
型
は
少
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
七
（
一
九
〇
四
）
～
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
の
日
露
戦
争
後
、
な
ぜ
俄
に
ブ
ラ
ジ
ル
が
移
住
先
国
と
し

て
浮
上
し
た
の
か
。
そ
れ
は
次
の
三
点
に
よ
る
。

①
米
国
や
カ
ナ
ダ
は
当
初
、
日
本
は
強
国
ロ
シ
ア
を
破
っ
た
〝
奇
跡
の
民
族
”
と
し
て
好
意
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の

う
ち
、
好
意
が
脅
威
に
変
わ
り
、
排
日
機
運
が
高
ま
っ
た
。
背
景
に
は
白
人
側
の
人
種
差
別
、
日
本
人
の
〝
働
き
過
ぎ

”
や
白
人
と
の
非
協
調
性
な
ど
が
あ
り
、
最
終
的
に
は
排
日
移
民
法
の
成
立
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。



②
ブ
ラ
ジ
ル
は
当
時
、
奴
隷
（
明
治
二
十
二
年
解
放
）
に
代
わ
る
欧
州
移
民
が
過
重
労
働
な
ど
で
帰
国
し
、
コ
ー
ヒ
ー

農
場
労
働
者
が
払
底
し
て
い
た
。

③
日
露
戦
争
後
の
日
本
は
、
反
動
不
況
や
凶
作
に
よ
る
農
村
疲
弊
、
人
口
急
増
、
失
業
者
続
出
な
ど
で
、
そ
の
対
策

に
苦
慮
し
て
い
た
（
旧
海
外
移
住
事
業
団
資
料
）
。

だ
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
は
〝
問
題
の
海
外
輸
出
”
で
も
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
は
「
奴
隷
の
身
代

わ
り
（
欧
州
移
民
）
の
、
そ
の
ま
た
身
代
わ
り
」
と
し
て
勤
勉
な
日
本
移
民
は
大
歓
迎
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
皇

国
殖
民
合
資
会
社
の
移
民
募
集
資
料
に
も
「
移
民
１
人
二
付
、
１
日
ノ
純
収
入
金
１
円
２
０
銭
卜
仮
定
ス
レ
バ
、
３
人

ノ
１
家
族
ニ
テ
優
二
３
円
６
０
銭
ノ
純
収
入
ヲ
毎
日
貯
蓄
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
…
」
と
あ
る
。
当
時
、
日
本
で
は
高
収
入
の

石
工
で
す
ら
日
給
五
〇
～
六
〇
銭
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
〝
極
楽
の
よ
う
な
豊
か
な
国
”
に
見
え
た
。

東
京
外
国
語
学
校
ス
ペ
イ
ン
語
科
で
学
ん
だ
仁
平
に
と
っ
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
〝
兄
弟
語
”
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が

国
語
の
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
格
好
の
活
躍
舞
台
で
あ
る
。
彼
は
ブ
ラ
ジ
ル
へ
先
発
す
る
直
前
、
東
京
市
本
所
区
本
所
亀
沢
町

一
丁
目
四
四
、
高
橋
ヤ
ス
の
妹
・
綱
と
結
婚
し
、
笠
戸
丸
で
や
っ
て
来
る
新
妻
を
サ
ン
ト
ス
港
で
出
迎
え
る
こ
と
に
し

た
。
綱
は
仁
平
よ
り
六
歳
年
下
の
明
治
二
十
四
年
四
月
十
二
日
の
生
ま
れ
で
、
入
籍
（
明
治
四
十
一
年
三
月
二
十
八
日
）

の
時
点
で
は
、
満
年
齢
で
ま
だ
一
六
歳
だ
っ
た
（
戸
籍
資
料
）
。

聞

い

て

極

楽

、

見

て

生

き

地

獄



こ
の
後
、
仁
平
夫
婦
は
ど
ん
な
人
生
行
路
を
た
ど
っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
を
求
め
て
、
筆
者
（
渡
部
）
は
こ
れ
ま
で

四
回
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
。
だ
が
、
初
回
（
昭
和
四
十
五
年
）
は
空
振
り
。
二
回
目
（
昭
和
五
十
三
年
）
に
収
穫
が

あ
っ
た
。
後
に
ブ
ラ
ジ
ル
秋
田
県
人
会
長
と
な
る
進
藤
次
夫
（
河
辺
郡
雄
和
町
出
身
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
住
）
か
ら
『
香

山
六
郎
回
想
録
ー
ブ
ラ
ジ
ル
第
一
回
移
民
の
記
録
』
（
昭
和
五
十
一
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
刊
、
Ｂ
５
判
・

４
３
８
ペ
ー
ジ
）
を
提
供
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

著
者
の
香
山
は
明
治
十
九
年
一
月
六
日
、
熊
本
県
玉
名
郡
高
瀬
町
に
生
ま
れ
た
人
。
笠
戸
丸
で
渡
伯
、
多
彩
な
職
業

を
経
て
最
終
的
に
は
邦
字
紙
『
聖
州
新
報
』
の
社
主
兼
主
筆
を
永
く
務
め
た
。
昭
和
五
十
一
年
九
〇
歳
没
（
『
香
山
六

郎
回
想
録
』
）
。

香
山
と
仁
平
は
渡
航
当
時
か
ら
親
し
く
付
き
合
い
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
同
居
生
活
も
何
度
か
し
て
い
る
ほ
ど
。
従
っ

て
、
『
回
想
録
』
に
も
仁
平
は
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
以
下
は
ポ
イ
ン
ト
の
点
描
ー

◎
笠
戸
丸
が
サ
ン
ト
ス
に
入
港
し
て
二
〇
日
近
く
経
っ
た
七
月
六
日
、
仁
平
は
愛
媛
県
と
山
口
県
の
移
民
を
引
率
し

て
ソ
ロ
カ
バ
ナ
線
（
鉄
道
）
サ
ン
マ
ノ
エ
ル
駅
の
ソ
ブ
ラ
ー
ト
耕
地
（
ブ
ラ
ジ
ル
人
経
営
の
コ
ー
ヒ
ー
農
場
）
に
入
り
、

そ
こ
の
通
訳
と
な
っ
た
。

◎
ソ
ブ
ラ
ー
ト
耕
地
の
受
け
入
れ
体
制
は
、
皇
国
殖
民
合
資
会
社
の
宣
伝
文
句
と
は
全
く
逆
で
、
宿
舎
・
食
事
・
労

働
の
レ
ベ
ル
は
か
つ
て
の
奴
隷
時
代
と
何
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
勿
論
、
収
入
も
乏
し
く
、
錦
衣
帰
国
ど
こ
ろ
か
、
こ

の
世
の
生
き
地
獄
に
等
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
移
民
が
配
耕
さ
れ
た
他
の
五
耕
地
に
も
共
通
し
て
お
り
、
契
約
を
無

視
し
て
脱
走
す
る
移
民
が
続
出
し
た
。
仁
平
も
通
訳
の
費
用
を
惜
し
む
農
場
主
に
よ
っ
て
、
間
も
な
く
解
雇
さ
れ
た
。



◎
失
職
し
た
仁
平
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
戻
り
、
翌
四
十
二
年
三
月
二
日
、
性
格
不
一
致
の
妻
と
協
議
離
婚
し
た
。
夫

婦
の
間
に
子
供
は
な
か
っ
た
。

◎
綱
は
そ
の
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
や
日
系
人
宅
で
家
政
婦
奉
公
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
国

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
寄
港
し
た
一
等
巡
洋
艦
『
生
駒
』
に
便
乗
し
、
日
本
に
帰
国
。
以
後
の
消
息
は
不
明
。

◎
仁
平
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
皇
国
殖
民
合
資
会
社
ブ
ラ
ジ
ル
代
理
人
・
上
塚
周
平
の
片
腕
と
し
て
、
し
ば
し
ば
移
民

紛
争
の
解
決
に
当
た
っ
た
。
暇
な
時
に
は
上
塚
代
理
人
か
、香
山
六
郎
の
住
居
に
潜
り
込
ん
で
人
生
を
謳
歌
し
て
い
た
。

◎
渡
伯
四
年
後
の
明
治
四
十
五
年
（
一
九
十
二
）
、
仁
平
は
再
婚
。
相
手
は
第
二
回
旅
順
丸
移
民
（
明
治
四
十
三
年

六
月
二
十
八
日
サ
ン
ト
ス
入
港
、
九
〇
九
人
）
で
ガ
ビ
ロ
バ
耕
地
に
入
っ
た
富
山
県
出
身
・
青
木
吉
太
郎
の
長
女
・
美

代
で
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り
大
変
な
美
人
で
、
渡
航
途
中
、
同
船
者
か
ら
〝
旅
順
丸
の
花
”
と
う
た
わ
れ
た
。
結
婚
時

は
一
七
歳
か
一
八
歳
だ
っ
た
。

◎
再
婚
し
て
間
も
な
く
、
仁
平
は
胸
を
患
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
悪
化
を
心
配
し
た
周
囲
の
説
得
で
大
正
二
年
四

月
、
竹
村
殖
民
商
館
（
皇
国
殖
民
合
資
会
社
の
後
身
）
の
移
民
船
「
第
二
雲
海
丸
」
で
単
身
一
時
帰
国
し
た
。
そ
の
際
、

美
代
は
日
系
社
会
で
購
入
第
一
号
だ
っ
た
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
を
香
山
六
郎
の
世
話
で
処
分
。
サ
ン
ト
ス
港
の
ア
メ
リ
カ

ノ
・
ホ
テ
ル
で
夫
と
涙
の
別
れ
を
し
た
後
、
両
親
の
住
む
ガ
ビ
ロ
バ
耕
地
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
永
遠
の

別
れ
と
な
っ
た
。

◎
「
帰
国
し
た
仁
平
君
か
ら
秋
田
美
人
芸
者
の
絵
葉
書
に
消
息
を
綴
っ
て
き
た
。
『
第
二
雲
海
丸
の
長
航
海
の
後
に

神
戸
港
に
着
い
た
俺
は
、
久
し
ぶ
り
に
餅
菓
子
を
食
い
過
ぎ
、
腹
を
こ
わ
し
て
郷
里
に
帰
っ
た
』
と
記
し
て
あ
っ
た
」



『
香
山
六
郎
回
想
録
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
要
旨
で
終
わ
る
。

妻

を

異

郷

に

残

し

て

三

二

歳

没

帰
国
後
の
仁
平
高
に
つ
い
て
、
仁
平
家
直
系
の
東
京
都
小
平
市
小
川
本
町
二
〇
七
七
、
仁
平
高
俊
（
昭
和
五
十
三
年

八
六
歳
没
）
や
、
そ
の
長
男
高
正
（
外
科
医
）
ら
に
尋
ね
、
い
ろ
い
ろ
教
示
を
頂
い
た
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
い
っ
た
ん
郷
里
の
秋
田
市
に
帰
っ
た
仁
平
高
は
間
も
な
く
上
京
、
聖
路
加
病
院
で
療
養
生
活
を
続

け
た
。
「
体
調
の
良
い
時
に
は
力
行
会
（
海
外
移
住
関
係
者
組
織
）
の
寄
宿
舎
で
あ
る
『
巣
鴨
館
』
に
出
入
り
し
、
若

い
人
た
ち
に
ス
ペ
イ
ン
語
を
教
え
て
い
た
」
（
長
野
県
出
身
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で
歯
科
医
・
村
上
真
市
朗
）
と
の
証
言

も
あ
る
。

だ
が
、
病
状
は
年
を
経
る
に
つ
れ
て
悪
化
し
、
遂
に
再
渡
航
の
夢
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
死
は
大
正
七
年
二
月

二
十
日
。
三
二
歳
の
若
さ
だ
っ
た
。

「
仁
平
家
の
菩
提
寺
は
秋
田
市
旭
北
栄
町
六
、
鱗

勝

院
な
の
に
、
高
叔
父
の
墓
が
同
市
手
形
蛇
野
の
　
信
寺
墓
地

に
あ
る
の
は
、
市
街
地
の
鱗
勝
院
墓
地
よ
り
も
、
生
家
に
近
く
て
見
晴
ら
し
も
良
い
　
信
寺
が
よ
か
ろ
う
、
と
い
う
私

の
父
・
理
吉
（
高
の
長
兄
、
昭
和
十
九
年
七
七
歳
、
朝
鮮
で
没
）
の
提
案
に
よ
る
。
高
叔
父
は
秋
田
中
学
時
代
、
野
球

や
テ
ニ
ス
、
ボ
ー
ト
が
得
意
だ
っ
た
ら
し
い
」
（
甥
の
東
京
・
井
上
高
歩
に
よ
る
）
。

そ
の
仁
平
高
の
墓
に
は
、
毎
年
六
月
十
八
日
（
海
外
移
住
の
日
、
笠
戸
丸
の
サ
ン
ト
ス
入
港
日
）
、
あ
き
た
南
米
交



流
会
の
メ
ン
バ
ー
が
欠
か
さ
ず
に
詣
で
て
い
る
。

海

外

雄

飛

の

扉

を

開

け

た

秋

中

勢

そ
れ
に
し
て
も
、
第
一
回
笠
戸
丸
移
民
を
サ
ン
ト
ス
港
で
出
迎
え
た
通
訳
五
人
組
の
う
ち
、
四
人
ま
で
が
肺
結
核
や

風
土
病
で
若
死
に
し
た
。
た
だ
独
り
、
大
野
基
尚
だ
け
が
昭
和
三
年
に
帰
国
し
、
郷
里
・
大
分
県
大
野
郡
大
野
町
の
町

長
に
選
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、
秋
田
県
人
と
し
て
仁
平
高
に
次
ぐ
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
者
は
大
正
三
年
渡
航
の
栗
山
篤
（
明
治
十
九
年
生
）
、
斎

藤
武
雄
（
明
治
二
十
三
年
生
）
、
小
貫
正
夫
（
明
治
二
十
四
年
生
）
で
あ
る
。

三
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
①
秋
田
市
出
身
②
秋
田
中
学
の
同
窓
生
（
栗
山
は
四
年
中
退
、
斎
藤
は
明
治
四
十
三
年

卒
、
小
貫
は
同
四
十
四
年
卒
）
③
秋
田
中
学
野
球
部
に
在
籍
ー
な
ど
。

栗
山
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
農
場
主
の
傍
ら
、
野
球
の
強
打
者
と
し
て
鳴
ら
し
た
。
昭
和
四
十
年
七
九
歳
没
。
東
京
外
語
卒

の
斎
藤
は
農
業
の
後
、
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
総
領
事
館
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
副
領
事
に
。
昭
和
十
九
年
五
四
歳
没
。
小

貫
は
農
場
主
に
。
昭
和
三
十
三
年
六
七
歳
没
（
三
氏
の
子
供
や
縁
戚
者
に
よ
る
）
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
秋
田
県
人
の
南
米
雄
飛
を
リ
ー
ド
し
た
先
達
た
ち
が
、
進
取
の
気
性
に
富
む
「
秋
田
中
学
勢
」
だ
っ

た
と
は
、
如
何
に
も
痛
快
で
あ
る
。

（
渡
部
誠
一
郎
記
）
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